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�
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
一
時

停
止
場
所
や
見
通
し
の
悪
い
場
所

で
は
必
ず
一
時
停
止
し
安
全
確
認

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

�
飲
酒
運
転
や
運
転
中
の
携
帯
電

話
の
使
用
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

�
交
通
事
故
を
他
人
事
と
思
わ
ず
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
、
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
年
末
の
交
通
安
全
市
民
運
動

　
　

月
１
日�
〜　

日�

１２

１０
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●
重
点
項
目

�
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う

�
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

う
〜
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
・

自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
を
な

く
そ
う
〜

�
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し

く
着
用
し
よ
う

問
い
合
わ
せ
▼

市
民
安
全
課
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■提言書の概要
基本方針 ▼��������	��������

���

　※市民が地域の課題に自ら取り組む力をつけること。
基本コンセプト ▼

問い合わせ ▼南明治整備課

●健康
　市民が生涯にわたり心身の健康を保持するために利
　用できる拠点
《拠点整備に盛り込む機能》
　�保健サービス提供機能
　　病気になる前の予防的な取り組みや、赤ちゃんか
　　らお年寄りまでライフステージに応じた保健サー
　　ビスを提供
　�健康づくり支援機能
　　保健センターと連携し、運動不足やストレスを解
　　消できる場の提供など、健康づくりを支援する場
　�医療サービス提供機能
　　市民が健康を保持していくための医療面での指導、
　　ケアやリハビリなどのサービスを提供

●交流
　出会い、発見し交流することによって地域力の向上
　をもたらす生涯学習拠点
《拠点整備に盛り込む機能》
　�生涯学習機能
　　市民の高い学習意欲を支援するため図書館などと
　　連携した生涯学習施設を設置
　�市民交流機能
　　地域力を育むための世代を超えた交流、市民の多
　　様で自由な交流の場を提供
　�暮らしの便利機能
　　施設を利用したついでに済ませることができ、日
　　常生活に必要な機能。例えばＡＴＭの設置やちょ
　　っとした買い物や食事ができる場など

中心市街地拠点整備構想に関する提言書が出されました

交
通
事
故
非
常
事
態
宣
言
発
令
中

広報あんじょう　2007.12.1�

ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険

契
約
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
損
害

保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
配
偶
者
・
扶
養
控
除　

そ
の
年

に
、
配
偶
者
や
子
の
就
職
・
退
職
、

出
生
な
ど
で
扶
養
の
人
数
に
変
更

が
あ
る
場
合
。

●
配
偶
者
特
別
控
除　

配
偶
者
の

所
得（
給
与
収
入
で　

万
円
未
満

１４１

　

万
円
を
超
え
る
人
）に
応
じ
て

１０３段
階
的
に
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
本
人
の
所
得
が
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
場
合
な
ど
、
配
偶
者
の

所
得
が
基
準
内
で
あ
っ
て
も
控
除

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
住
宅
取
得
・
借
入
金
等
特
別
控

除　

確
定
申
告
を
し
て
控
除
を
受

け
た
翌
年
か
ら
は
、
年
末
調
整
で

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
表
②
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。
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●
社
会
保
険
料
控
除　

生
計
を
共

に
す
る
親
族
な
ど
の
負
担
す
べ
き

保
険
料（
国
民
健
康
保
険
税
・
国

民
年
金
保
険
料
・
介
護
保
険
料
な

ど
）を
支
払
っ
た
場
合
。

※
表
①
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

●
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除

本
人
が
共
済
契
約
な
ど
に
基
づ
く

掛
金
を
支
払
っ
た
場
合
。

※
支
払
っ
た
掛
金
の
額
を
証
す
る

書
類
が
必
要
で
す
。

●
生
命
保
険
料
控

除
・
地
震
保
険
料

控
除　

生
命
保
険

や
地
震
保
険
な
ど

の
保
険
料
や
掛
金

を
支
払
っ
た
場
合
。

※
保
険
会
社
な
ど

か
ら
発
行
さ
れ
た

証
明
書
が
必
要
で

す
。

※
損
害
保
険
料
控

除
が
改
組
さ
れ
、

新
し
く
地
震
保
険

料
控
除
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ

の
経
過
措
置
と
し

て
昨
年　

月　

日

１２

３１

問
い
合
わ
せ
▼
刈
谷
税
務
署

（�
〈　

〉６
２
１
１
）

２１
ま
た
は
市
税
課

発行場所証明書の種類

国保年金課
国民健康保険税の支払証
明書

① 高齢福祉課
６５歳以上の人の介護保険
料の支払証明書（年金か
らの天引き分を除く）

刈谷社会保険事務所
（�〈２１〉２１１１）

国民年金保険料の支払証
明書

税務署から送付
年末調整のための住宅取
得・借入金等特別控除証
明書②

借り入れ先の金融機
関など

住宅取得に係る借入金の
年末残高等証明書

自
治
基
本
条
例
講
演
会

●
と
き　
　

月　

日�
午
前　

時

１２

１８

１０

●
と
こ
ろ　

市
教
育
セ
ン
タ
ー
大

研
修
室

●
講
師　
 
牛  
山  
久  
仁  
彦 
氏（
明
治

う
し 
や
ま 
く 

に 
ひ
こ

大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
）

●
演
題　

自
治
基
本
条
例
で
何
が

変
わ
る
か
？
〜
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

問
い
合
わ
せ
▼
企
画
政
策
課

●
採
用
日　

来
年
４
月
１
日�

●
応
募
資
格　
　

歳
く
ら
い
ま
で

５７

の
保
育
士
ま
た
は
教
員
資
格
を
有

す
る
人

●
仕
事
内
容　

乳
幼
児
親
子
や
児

童
に
対
す
る
遊
び
や
生
活
の
指
導

●
勤
務
日
時　

１
週
間
の
う
ち
２

〜
３
日（
土
・
日
曜
日
勤
務
あ
り
）

児
童
セ
ン
タ
ー�

午
前
９
時
〜
午

後
５
時（
平
日
は
午
後
１
時
〜
５

時
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）児
童
ク

ラ
ブ�

午
後
１
時　

分
〜
６
時　

４５

４５

分（
学
校
休
業
日
は
午
前
８
時
〜

午
後
６
時　

分
の
間
で
交
代
勤
務
）

４５

●
賃
金　

１
時
間　

円
ほ
か
割
増

９９０

賃
金
あ
り

●
募
集
人
数　
　

人
程
度

１５

●
申
し
込
み　
　

月　

日�
ま
で

１２

２０

に
申
請
書
ま
た
は
履
歴
書
に
保
育

士
証
ま
た
は
教
員
免
許
状
を
添
え

て（
写
真
を
添
付
し
て
）児
童
課
子

育
て
支
援
係
へ

※
申
請
書
は
同
課
で
交
付
。

●
そ
の
他　

民
間
の
児
童
ク
ラ
ブ

で
も
指
導
員
の
募
集
を
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
各
ク
ラ
ブ
へ

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ（�
〈　

〉４
４

７４

０
０
）、み
つ
ば
ち
ぶ
ん
ぶ
ん（�

〈　

〉７
７
０
２
）、な
か
よ
し
ク
ラ

９８ブ（�
〈　

〉３
６
６
４
）、安
城
つ

７４

く
し
ク
ラ
ブ（�
〈　

〉７
５
６
７
）

７６

問
い
合
わ
せ
▼

児
童
課
子
育
て
支
援
係

児
童
セ
ン
タ
ー
・
児
童
ク
ラ
ブ
で
働
く

児
童
厚
生
員
を
募
集

年
末
調
整
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か



新
成
人
へ
の�

　
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ�

　
　
募
　
集�

新
成
人
へ
の�

　
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ�

　
　
募
　
集�

新
成
人
へ
の�

　
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ�

　
　
募
　
集�
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③
講
座
の
企
画
、
運
営
に
関
す
る

助
言

●
そ
の
他　

①
ほ
か
の
助
成
金
・

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に

限
り
ま
す　

②
申
請
後
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
採
択
講
座
を
決
定

し
ま
す　

③
市
か
ら
の
要
望
や
条

件
を
添
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す　

④
講
座
終
了
後
に
は
、
結
果
報
告

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

●
申
し
込
み　

来
年
１
月　

日�
１６

ま
で
に
、
所
定
の
「
申
請
書
」「
企

画
書
」
に
記
入
し
生
涯
学
習
課
へ

※
書
類
は
、
同
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
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●
講
座
内
容　

①
幅
広
く
社
会
的

課
題（
家
庭
教
育
、
環
境
、
多
文
化

共
生
、
地
域
貢
献
、
地
域
参
加
な

ど
）を
と
ら
え
、テ
ー
マ
と
し
た
も

の　

②
市
内
で
お
お
む
ね
来
年
５

〜
９
月
の
間
に
開
催
し
、
２
回
以

上
の
講
義
ま
た
は
実
習
形
式
で
行

う
も
の
で
、
広
く
市
民
を
対
象
と

す
る
も
の（
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
参
加
者
が
多
数
で
１
回
限
り

の
も
の
は
不
可
）

●
参
加
対
象
団
体　

お
お
む
ね
５

人
以
上
の
市
内
在
住
、
在
勤
お
よ

び
在
学
者
で
構
成
さ
れ
、
特
定
の

宗
教
や
政
治
思
想
の
普
及
活
動
を

し
て
い
な
い
団
体

●
募
集
講
座
数（
予
定
）　

５
講
座

程
度

●
市
の
支
援
内
容　

①
講
師
謝
礼

（
市
の
基
準
あ
り
）、会
場
使
用
料

な
ど
の
経
費
負
担（
上
限
あ
り
）

②
生
涯
学
習
情
報
誌
に
よ
る
広
報
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●
職
務
内
容　

地
区
公
民
館
に
お

け
る
事
業
の
企
画
運
営
業
務
お
よ

び
窓
口
業
務
な
ど
全
般
。
市
民
の

生
涯
学
習
活
動
の
支
援
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
業
務
。

●
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

①
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

２７

６１

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

②
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

③
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

る
人

④
健
康
で
本
職
務
に
熱
意
を
持
っ

て
取
り
組
め
る
人

⑤
生
涯
学
習
活
動
の
経
験
者
・
実

践
者
ま
た
は
意
欲
の
あ
る
人

●
採
用
人
数　

３
人

●
採
用
日　

来
年
４
月
１
日�

※
事
前
研
修
が
あ
り
ま
す
。

●
勤
務
場
所　

市
内
地
区
公
民
館

●
勤
務
日
時　

原
則
火
〜
日
曜
日

の
う
ち
５
日
間
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

分
４５

※
業
務
の
都
合
に
よ
り
月
曜
日
勤

務
、
時
差
勤
務
お
よ
び
時
間
外
勤

務
あ
り
。

●
賃
金　

１
時
間
１
０
５
０
円
ほ

か
通
勤
割
増
な
ど
。

　

た
だ
し
、
採
用
か
ら
６
か
月
間

は
、
１
時
間　

円
。

８２０

●
そ
の
他　

社
会
保
険
の
適
用
あ

り●
申
し
込
み　

応
募
し
よ
う
と
す

る
人
は
、
次
の
日
程
で
行
う
９
回

の
説
明
会
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１

回
に
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
手
続
き
の
詳
細
は
そ
の
際
に

説
明
し
ま
す
。

■
説
明
会
日
程

●
と
き　
　

月　

日�
・　

日�
・

１２

１２

１３

　

日�
の
午
前　

時
、
午
後
１
時

１５

１１

　

分
・
８
時

３０●
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
内
会

議
室

●
内
容　

職
務
内
容
な
ど
の
説
明

を　

分
程
度

３０

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習

課（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
／

�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習

課（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
／

�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６
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●
応
募
方
法　

青
少
年
の
家
、

各
公
民
館
で
配
布
し
て
い
る

応
募
用
紙
に
町
名
･
氏
名

（
匿
名
可
）・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
て
、
青
少
年
の
家
へ
郵

送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

E
メ
ー
ル
も
可（
様
式
不
問
。

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
製
ワ
ー

ド
文
書
で
お
願
い
し
ま
す
。

Ｅ
メ
ー
ル：

s
e
is
h
o
u
n
e
n

＠
c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.jp

）

●
締
め
切
り　
　

月　

日�

１２

２１

●
そ
の
他　

応
募
さ
れ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
、
原
則
と
し
て
、

成
人
式
の
会
場
に
掲
示
し
ま

す
。
な
お
、
応
募
用
紙
は
お

返
し
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
の

家（�
〈　

〉３
４
３
２
）

７６

公
民
館
で
働
く

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
募
集

平
成

年
度
前
期
分

２０

市
民
企
画
講
座
募
集

広報あんじょう　2007.12.1�

　１０月１日からＮＨＫなどのテレビ局が「緊急地震速報」
を開始しました。あれから２か月が過ぎましたが、皆さ
ん、覚えていますか。テレビでのＰＲも開始前に比べる
と目につかなくなりましたが、とても重要な内容を含ん
でいますので、もう一度おさらいしておきましょう。
　まず、「緊急地震速報」とはどういうものでしょうか。
下の図をご覧ください。地震が発生すると震源のＸから
いくつもの振動が発生します。代表的なものがＰ波（初
期微動）とＳ波（主要動、本震）の２つです。振動の小さ
いＰ波はＳ波よりも伝わるスピードが速く、この先行す
るＰ波をとらえることにより、その後に襲来するＳ波の

情報を速報として知らせるというものです。
　例えば小学校などで２０秒前に地震を予測できれば、子
どもたちは机の下に隠れることができます。このことで
子どもたちの安全度は格段に高まるわけです。
　現在、地震予知については極めて難しいという見解が
主流となっています。その中で「緊急地震速報」は最後
の希望の光なのです。ただ、この仕組みは始まったばか
りで、まだシステムとして完成しているとは言えません。
テレビをつけていなければ情報を得ることができないと
いうマイナス要因も残っています。
　このほかにも、いろいろな緊急地震速報装置が開発さ

れはじめました。技術的な
限界もあり、いざというと
きに役に立てるためには、
もう少し時間がかかりそう
です。
　安城市は東海・東南海地
震などに備え、緊急地震速
報を含めた防災情報の提供
のあり方を研究しています。
ぜひ皆さんもアンテナを高
く張り、いろいろな災害情
報をキャッチして防災意識
の向上に努めましょう。そ
のことにより、まずはあな
た自身の生命を守り、そし
て家族の安全を確保し、そ
の上で地域のために皆さん
の力を貸してください。

う
れ
し
い
と
も
だ
ち
い
っ
ぱ
い

移
動
児
童
館
〜
冬
の
イ
ベ
ン
ト
〜
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■　

月
の
移
動
児
童
館

１２
●
対
象
／
と
き
／
と
こ
ろ　

乳
幼

児
親
子�

　

月
５
日�
／
東
部
公

１２

民
館
、　

月
６
日�
／
安
祥
公
民

１２

館
、　

月　

日�
／
南
部
公
民
館

１２

１１

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

小
学
生�

　

月　

日�
／
午
前　

１２

１５

１０

時
〜　

時
／
南
部
公
民
館
・
午
後

１１

１
時
〜
２
時
／
安
祥
公
民
館
・
午

後
３
時
〜
４
時
／
東
部
公
民
館

■
特
別
企
画�
冬
の
イ
ベ
ン
ト�

●
対
象　

乳
幼
児
親
子
・
小
学
生

●
定
員　

各　

人
程
度（
当
日
先

１００

着
順
）

〈
南
部
公
民
館
会
場
〉

●
と
き　
　

月　

日�
午
後
２
時

１２

２１

〜
３
時

●
内
容　

和
太
鼓
・
ス
タ
ー
ラ
イ

ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
イ
ブ

●
出
演　

根
崎
太
鼓「
翔
竜
」「
走

楽
」、　

ス
コ
ッ
プ

Mr.

〈
東
部
公
民
館
会
場
〉

●
と
き　
　

月　

日�
午
前　

時

１２

２２

１０

〜　

時
１１

●
内
容　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ア
ニ
メ

の
曲
を
演
奏
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

●
出
演　

ア
イ
ン
・
ク
ラ
ン
グ
管

弦
楽
団
カ
ル
テ
ッ
ト
、
人
形
劇
団

プ
チ
ぺ
ぽ

〈
安
祥
公
民
館
会
場
〉

●
と
き　
　

月　

日�
午
前　

時

１２

２６

１０

〜　

時
１１

●
内
容　

人
形
劇
「
ト
ン
と
ポ
ン
」

●
出
演　

人
形
劇
団
ぺ
ぽ

問
い
合
わ
せ
▼

児
童
課
子
育
て
支
援
係
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